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 要  旨 
PDP(プラズマディスプレイ)の書き込み消去併用アドレス方式は、1 サブフィールド(SF)にラン
プリセットと書き込みアドレスを行い、残りは高速・低電圧が特徴の消去アドレスを利用する。
この方式は高コントラストではあるが、階調レベル 0 のバックグラウンド輝度はランプリセット
の放電発光により 0 ではない。そこで本研究では、上記アドレス方式において、ランプリセット
を削除し、バックグラウンド輝度を 0 とする駆動方法を考案した。 
第 1 章では、背景や研究の目的および PDP の原理、駆動法などについて述べた。 
第 2 章では、研究に用いた実験装置および実験方法について述べた。 
第 3 章では、ランプリセットを削除した書き込み消去併用アドレス方式に、セレクティブリセ
ットを用いる駆動原理について述べた。ランプリセット適用により、消去アドレス後に残存する
壁電荷がさらに減少する。 
第 4 章では、ランプリセットの効果を調べるために測定した書き込みアドレス方式の駆動電圧
マージンについて述べた。セレクティブランプパルス適用により、書き込みスキャン電圧 Vs-write
を高く印加することができ、広いマージンが得られた。セレクティブランプパルス電圧 Vramp は高
いほどマージンは広くなる。例えば、書き込みデータ電圧 Vd-write=90V とすると、Vramp=−200V で
は、−170V に対し Vs-write が 16V 広がる。Vramp=−200V では幅τramp によらずマージンはほぼ一定と
なった。また、サステインパルス数を変化させても、セレクティブリセットの効果が得られるこ
とがわかった。 
第 5 章では、放電開始時間について述べた。毎 SF リセットを行わない場合、黒(階調レベル 0)
の状態が続くと、放電遅れにより表示が正しく開始しない場合がある。本方式の場合、放電を発
生させない黒の状態が 1 分以内であれば、2TVF 以内に表示が正しく開始する。 
第 6 章では、階調表示例について述べる。セレクティブリセットの適用により、Vs-write=−215V
と高く印加しても隣接セルに対して、誤放電が発生しないことがわかる。また、階調レベル 0 の
バックグラウンド輝度は 0 である。 
第 7 章では、本研究の結論を述べた。 
第 8 章では、本研究をさらに発展させるための今後の課題について述べた。 
 
